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インド  ～ＢＲＩＣｓの巨象  最近の新聞記事から～  
山形県立山形中央高等学校  鈴木孝志  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基礎データ  

 ①地形  

  单 北 3 , 1 1 9 ㎞ ， 東 西 2 , 9 7 7 ㎞ ． ヒ マ ラ ヤ 山 岳 地 帯 ・ ヒ ン ド ス タ ン 平

原 ・ イ ン ド 半 島 の ３ 大 地 域 に 大 別 ． ヒ マ ラ ヤ 山 岳 地 帯 は 平 行 す る ３ つ の

山 系 か ら な り ， そ の 外 壁 を 形 成 す る 大 ヒ マ ラ ヤ ・ カ ラ コ ル ム 両 山 脈 の 平

均 高 度 は 6 , 6 0 0ｍ ．ヒ ン ド ス タ ン 平 原 は イ ン ダ ス・ ガ ン ジ ス の ２ 大 水 系 が

つ く っ た 大 沖 積 平 野 ． イ ン ド 半 島 は ヴ ィ ン デ ィ ア 山 脈 以 单 ， 東 西 ガ ー ツ

山 脈 に 囲 ま れ た 大 高 原 を 形 成 ． パ キ ス タ ン と の 間 に ジ ャ ン ム ＝ カ シ ミ ー

ル 地 方 の 領 有 権 問 題 が あ る ． ベ ン ガ ル 湾 单 部 に ア ン ダ マ ン 諸 島 と ニ コ バ

ル 諸 島 を 領 有 ．  

 

 ②気候  

  沿 岸 部 や デ カ ン 高 原 は 熱 帯 （ A m・ A w） ． ガ ン ジ ス 川 中 ・ 上 流 は 温 帯

（ C w） ， パ キ ス タ ン と の 国 境 地 帯 は 乾 燥 気 候 （ B W・ B S） ， 山 岳 地 帯 は 高

山 気 候 （ H） と 変 化 に 富 ん だ 機 構 を 構 成 す る ． モ ン ス ー ン の 影 響 が 強 く ，

冬 季 （ 1 1～ ３ 月 ） は 北 東 風 が ， ま た 夏 季 （ ５ ～ ９ 月 ） に は 单 西 風 が 卓 越

す る ． こ の 单 西 モ ン ス ー ン の 影 響 で イ ン ド 洋 に 面 し た 西 海 岸 や ヒ マ ラ ヤ

山 麓 に は 多 量 の 降 雨 が あ る ． 降 雨 期 は ６ 月 下 旬 か ら １ ０ 月 下 旬 ．  

 ③面積  約３２８．７万㎢（世界第７位）（中国・パキスタンとの係争地を含む） 

 ④人口  約１１億８６１８万人（０８年）（世界第２位）  

※２０２２年頃に中国を抜き，世界第１位になると推計  

 ⑤首都  デリー  

 ⑥民族  インド＝アーリア系７２％，ドラビダ系２５％  

 ⑦言語  連邦公用語…ヒンディー語，準公用語…英語，２２言語が憲法で公認  

 ⑧宗教  ヒンドゥー教８０％，イスラム教１３％  

 ⑨経済  

 １）国民総所得（ＧＮＩ）   約８８７５億ドル（０６年）  

 ２）経済成長率（ＧＤＰ成長率）  約４．３％（０９年）  

 ３）主要貿易品目  

 輸出：工業品、石油製品、化学関連製品、繊維・繊維製品、宝石  

    輸入：原油・石油製品、電子機器、輸送機器、金、機械、肥料  

 ４）主要貿易相手国  

  輸出：米国、 UAE、中国、シンガポール、英国、香港  

    輸入：中国、サウジアラビア、 UAE、米国、イラン、スイス  

 ５）通貨   インド＝ルピー  ※１円＝約０．５ルピー（０９年１１月現在）  
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◎日本（山形）との関係  

  輸出相手国：日本は第 12 位  輸入相手国：日本は第 14 位  

 

  ○最近，東京の秋葉原にインド人が多く出没する．  

 世界に誇るオタクの聖地“秋葉原”に『インド人』が急増．優秀なインド人が日本

のＩＴ企業に勤めている．カレー屋が増えていたり，ヒンディー語を話せるスタッフ

を配する電気店がでてきたりなど，秋葉原の町も変化している．  

（２００９年９月８日『ズームイン！！ＳＵＰＥＲ』より）  

 

 ○インド式教育を学ぶ日本の子どもが増えている  

 ＩＴを中心に急速な経済成長を遂げているインド．その原動力が数学に強い人材を

つくる教育である．それにあやかろうと日本でもインド式の教育を行う学校や塾が増

えている．頭が柔軟になり，算数のみならず，他の教科も成績がアップしたとか…  

（２０１０年２月９日  読売新聞より  →資料１）  

 

 ○日本とインドが協力してインド版「太平洋ベルト」をつくろうとしている  

 日本，インド両政府が共同で「産業大動脈構想」を進めている．首都ニューデリー

と商業都市ムンバイとの間で，鉄道や港湾，工業団地などのインフラを整備して，経

済発展を図ろうとするもの．日本にとってもビジネスチャンスとして期待されてい

る．  

（２００９年８月２８日  朝日新聞より  →資料２）  

 

 ○インドの女性が「ヤクルトレディ」として働いている  

  ２００８年よりインドへ進出．日本と同じ訪問販売を行っているが，ヤクルトレデ

ィはスーツ姿．これは女性が外で働くことが一般的ではなく，ステータスのある職業

としてのヤクルトレディをアピールするためである．  

（２０１０年２月３日『ズームイン！！ＳＵＰＥＲ』より）  
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◎インドに関する最近の新聞記事より  

今回，「授業で使える教材づくり」ということで，前任校である单陽高校がＮＩＥ

（教育に新聞を）推進校であったこともあり，新聞記事を使ってインドの地誌を扱っ

てみることにした．  

 

 ○ヒンドゥー教徒の改宗（２００９年１０月１６日  朝日新聞より）  

  インドで多数派を占めるヒンドゥー教徒の中で，仏教やキリスト教など他の宗教

へ改宗する人が増えてきている．改宗する人のほとんどがカースト制度の最底辺に属

している「不可触民」の人たちで，カースト制度が色濃く残っているインドの現状を

示している新聞記事であるといえる．また，改宗を手助けしている人の一人が日本人

であることも興味深い．  

 

 ○復調インド  農村が主役（２００９年６月１６日  朝日新聞より）  

  インドの農村で，携帯電話や二輪車が飛ぶように売れ，景気の下支えをしている．

農民が豊かになった背景として，政府の支援策がある．全人口の約７割が農村に住ん

でおり，貧困が解消され豊かになっていけば，国の経済発展が大いに見込まれること

を生徒に理解させる新聞記事であるといえる．  

 

 ○インドのドコモ躍進（２００９年１２月２７日  朝日新聞より）  

  日本のＮＴＴドコモが“ＩＴ大国”インドに出資している携帯電話会社が好調で

ある．その売りは安さとデザイン．加入数は４カ月連続でトップに立っている． “Ｉ

Ｔ大国”インドで日本企業が関連していることを生徒に理解させる新聞記事であると

いえる．  

 

◎ワークシートについて  

 ①インドについての面積・人口等のデータ概観させる．  

 ②ヒンドゥー教について，カースト制度との関連を教科書などでまとめさせる．そ

の後，資料１の新聞記事をよんで要約させる．ヒンドゥー教徒が他の宗教への改宗す

るケースが増えているというもので，その背景について生徒に考察させる．  

 ③インドの農業について，地形や気候といった自然環境との関連を教科書などでま

とめさせる．その後，資料２の新聞記事を読んで要約させる．そして，農業中心の地

方経済の活性化がインドの経済発展のカギを握っていることについて考察させる．  

 ④インドの工業について，ＩＴ産業を中心に，教科書などでまとめさせる．その後，

資料３の新聞記事を読んで要約させる．生徒に身近な携帯電話を取り上げ，インドの

経済成長を日本が支えていることについて考察させる．  

 ⑤最後にまとめを生徒にさせる．  

 ※１時間でできる内容を精選したつもりだが，実践したことがないので，やってみ

ないとわからない．  
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資料１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２０１０年２月９日  読売新聞）  
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資料２  

 

 

 （２００９年８月２８日  朝日新聞）  


